
（3）第2･3層出土土器 

鉢･皿形土器･注口土器があり、その器形や文様からみて一迫町山王遺跡(伊東･須藤:1985)な

どに類例が求められ、晩期中葉･大洞Ｃ2式に位置付けられる。しかし、未だ羊歯状文の名残り

を留める鉢形土器（第11図9、16,17）や皿（第11図40）などは、より大洞Ｃ1式に近い特徴

を残している。 

（4）第1層(表土)･Ａ区出土土器 

前述した第5～2層にみられない土器をＡ～Ｄとした。文様の特徴からみて、これらは次の土

器型式に比定される。 

Ａ：後期｢宝ケ峯式｣、Ｂ･Ｃ：晩期｢大洞Ｂ式･大洞Ｂ-Ｃ式｣、Ｄ：中期｢大木9式｣ 

 

Ｂ 食料の獲得 

ここでは、まず最初に畑中貝塚周辺の現地形を外観することにし、その後で、縄文時代後期

～晩期における地形を復元し、食料を採集した場所について考える。 

① 現在の地形(第19図) 

畑中貝塚の西には 200ｍ級の山から成る亘理地塁山地が槻木まで南北に走っている。東は貝

塚から6kmいくと太平洋になる。阿武隈山地に端を発している阿武隈川は、亘理地塁山地の西

麓に沿って流れていて、これが途切れる槻木で東に大きく流れを変えて太平洋に注いでいる。

阿武隈川流域では両岸に自然堤防が発達している。また太平洋岸では海岸線に沿って浜堤が数

列みられる。最も内陸にあるのは、名取－岩沼－亘理へと続くもので、畑中貝塚の北で終わる。

最も新しいのは現海岸線に沿って多賀城から亘理に至るまで連続している。 

亘理付近の浜堤は、特に発達が著しく、内陸部と現海岸線にあるものの間に、さらに 2～3

列ほどある。中間と現海岸線に沿った浜堤は山元町では山地と接するため、なくなっている。 

② 古地形の復元 

阿武隈川が東に大きく曲がる、内陸部の柴田町槻木周辺には、早期後半から前期前半に作ら

れた貝塚が6ケ所知られている(芳賀:1983)。どの貝塚も早期後半ではハマグリ、前期前半では

ヤマトシジミを主体としており、主要な貝が時期によって違っている。前期になると槻木周辺

では、環境に変化があったようで、これは早期後半の時代には旧槻木湾（斎藤：1981）として、

内湾化していたのが、前期前半では阿武隈川によって形成された自然堤防によって湾口がふさ

がれ、潟湖化したことを示している。 

この自然堤防と、海岸部の沖積地の最も内側にある浜堤は近接していることから、浜堤は前

期の海岸に沿っていると考えられる。発達した浜堤上には縄文時代の遺跡が多く、これらの浜

堤がいつごろ形成されたのかよくわからないが、いちばん外側の浜堤は現在の海岸線によっ 
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て形成されたものであるから、縄文時代後期から晩期の海岸線は、畑中貝塚の東にある中間の

浜堤群のいずれかに沿っていたといえよう。 

以上のことをふまえて、畑中貝塚が形成された頃の地形を推定してみると、西は亘理地塁山

地、北は阿武隈川右岸の自然堤防、東は浜堤、南は地塁山地と浜堤が近接していた状況が考え

られる。つまり、現在の地名でみると、亘理－今泉－荒浜－長瀞－山下－亘理を結ぶ地域に、

旧亘理･山元潟とも呼べるような広大な潟湖が形成されていたようである。この潟湖は、湾の入

口がふさがれてできたものではなく、陸と海による土砂の堆積作用によって形成された地形で

ある点で、縄文時代前期に成立していた旧槻木潟とは異なる。 

③ 生活の場 

畑中貝塚から出土している自然遺物は、前節で復元した環境内でとられている。すなわち、

哺乳類は亘理地塁山地、ヤマトシジミは旧亘理･山元潟、コイ科魚類は地塁山地から潟湖に注い

でいる河川で捕獲されていよう。また若干出土している、沿岸砂底に生息するチョウセンハマ

グリ、ダイベイキサゴ、ウバガイ、コタマガイは浜堤の東まで出かける機会があったことを示

している。また、貝塚周辺や山地では堅果類をはじめとする植物質食料も多く取られていよう。 

ヤマトシジミは殻高3cm前後の大きさのものが多いが、1㎜の篩には殻高1cmに満たないも

のも目立っている。このことから、1個1 個採集したのではなく、カゴのようなもので泥ごと

すくって取っていたとも考えられる。 

コイ科魚類の咽頭歯では截頂形をしたものが多いことからフナが多く取られていたことがわ

かる。現生フナ(体長10.0cm)の咽頭骨より小さいものが大部分である。これらは、大きさから

みて釣ったのではなく、網ですくったのであろう。 

骨角器では銛の可能性があるもの(第16図11)や彎曲刺突具の可能性があるもの(第16図7)

が出土しているが、数は多くない。近くに所在する椿貝塚や中島貝塚でも同じ傾向にある。漁

具と推定される骨角器が少ないことは、刺突や釣りによる漁法は畑中貝塚を代表する捕獲法で

ないことを示している。同じ頃、松島湾周辺では燕形離頭銛や釣針が著しく発達している。こ

の違いは、広大な潟湖を生活の基盤とする生態系（畑中貝塚・椿貝塚・中島貝塚）と魚類が豊

富な内湾を生活の場としている生態系(松島湾周辺の貝塚)の違いを反映しているのだろう。 
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